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魅力ある産業といきいきと
平成31年度一般会計予算

「北アルプスの麓
ふもと

から広がる花と緑に包まれたしあわせ
暮らし」が開催テーマ。春から初夏にかけて移り変わる
信州の風景、花や緑と、その中で営まれる信州暮らし
のすばらしさを実感できるイベントです。

【開催期間】　2019年4月25日（木） ～ 6月16日（日）

【安曇野市の会場】
（サブ会場） 国営アルプスあづみの公園【堀金・穂高地区】
 長野県烏川渓谷緑地
（サテライト会場）市庁舎周辺・三郷文化公園
（その他）オープンガーデン・屋敷林など市内各地

「信州花フェスタ2019～北アルプスの贈りもの」への負担金　8,636万円

岩原盛り上げ隊などの皆さん（堀金）

宮島 千
ち さ と

里さん
（岩原盛り上げ隊　代表）

沿道を花で飾るボランティアの皆さん（穂高）南安曇農業高校
グリーンサイエンス科フラワーコースの皆さん

丸山 歌
か ほ

穂さん
（南安曇農業高校グリーンサイエンス科
フラワーコース3年生　研究部長）

健康づくりの推進 出産・子育て支援の充実 多様な働き方の環境提供

自転車活用推進事業 417 万円
引きこもり支援事業 101 万円

小学校冷房設備等整備事業
9億3,681万円

産前産後支援事業 1,349 万円
子ども学習支援事業 104 万円

テレワークセンター整備事業
（しごと創出事業） 1,095 万円

議会はここに注目 !!

新総合体育館建設事業
7億2,356万円

公立認定こども園 ・幼稚園空調機設置事業
8,213万円

普通教室に冷房設備を設置 遊戯室にエアコンを設置

花フェスタでおもてなしが
できるように、一つ一つ丁寧
に準備するのが楽しいです。
道沿いにポットを置くので、
明るく目立つ色の花（パン
ジー）にしました。

花フェスタを通して地元も
盛り上がってもらいたいです。
地元の人たちが一生懸命に
動かなくてはという思いでい
ます。

実施設計・造成工事等
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総務費（各種サービスに）
43,100円

民生費（福祉などのために）
136,100円

衛生費（保健や環境衛生
などに）

39,000円

農業・商工業・観光振興・
労働などに

35,500円

土木費（道路や公園・駅
周辺整備などに）

58,400円

教育費
36,200円

公債費（借入金返済に）
54,800円

消防・防災対策などに
15,100円

議会運営のために
2,500円

基金（預金）積み立てに
3,400円

健康に暮らせるまち
411億5,000万円を可決

平成 31年 3月定例会
2月20日~3月20日

平成 31 年度予算を含む
議案 75 件と陳情 4 件を
審議しました。

（注）議案名は議決時の「平成
31年度」のままにしました。

一般会計予算の

使い道

参 考

市民一人当たり
約42万円

人口 97,581 人で計算（平成 31年 4月１日現在）※ 100 円未満は端数切り捨て

令和元年度末の一般会計の市債（借金）残高見込みは約 420億円。1人当たりの市債（借金）残高は
43万 400円になります。

※万円未満切り捨て

自
主
財
源
39

.8％

依存財源60.2％

歳出（使いみち
）

歳入（財源）

歳入

一般会計

歳出

【商工労働費】【商工労働費】
17億2,745万円（4.2％）17億2,745万円（4.2％）

【その他】【その他】
5,150万円（0.1％）5,150万円（0.1％）

【議会費】【議会費】
2億5,351万円（0.6％）2億5,351万円（0.6％）
【消防費】【消防費】
14億 7,964万円（3.6％）14億 7,964万円（3.6％）

【税務事務、住民票の管理などに】【税務事務、住民票の管理などに】
42億 788万円（10.2％）42億 788万円（10.2％）

【農林水産業費】【農林水産業費】
17億 4,207万円（4.2％）17億 4,207万円（4.2％）

【ごみ処理等、市の衛生のために】【ごみ処理等、市の衛生のために】
38億 652万円（9.3％）38億 652万円（9.3％）

【借金の返済に】【借金の返済に】
53億 5,087万円（13.0％）53億 5,087万円（13.0％）

【道路、公園整備などに】【道路、公園整備などに】
57億 635万円（13.9％）57億 635万円（13.9％）

【福祉のために】【福祉のために】
132億 8,658万円（32.3％）132億 8,658万円（32.3％）

【学校教育、生涯学習などに】【学校教育、生涯学習などに】
35億 3,758万円（8.6％）35億 3,758万円（8.6％）

借入金借入金
56億1,700万円（13.7％）56億1,700万円（13.7％）

市民の皆さんからの税金市民の皆さんからの税金
117億3,194万円（28.5％）117億3,194万円（28.5％）

財産収入外財産収入外
18億1,020万円（4.4％）18億1,020万円（4.4％）

負担金・使用料及び手数料負担金・使用料及び手数料
9億8,795万円（2.4％）9億8,795万円（2.4％）

預金からの取り崩し預金からの取り崩し
18億5,664万円（4.5％）18億5,664万円（4.5％）

地方交付税地方交付税
102億2,000万円（24.8％）102億2,000万円（24.8％）

国・県支出金国・県支出金
63億7,664万円（15.5％）63億7,664万円（15.5％）

地方譲与税・各種交付金地方譲与税・各種交付金
25億4,960万円（6.2％）25億4,960万円（6.2％）

3 58,40
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賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

可　決

可　決

多数の条例改正議案の討論のポイントは、令和元年 10 月の消費税引き上げに伴い、体育
館や公民館など公共施設の使用料が増額されることについての是非でした。

繰
くりこしめいきょひ

越明許費補正のうち、新総合体育館建設事業 7,700 万円について討論しました。

採決の結果、賛成多数で条例改正議案はすべて可決されました。また消費税増税に関連した
陳情第 2号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情書も不採択と
なりました。

遠藤 武文　自治体は消費税の納税義務者である。公民館利用は資産の貸し付けの対価で、
消費税法が規定する課税取引に当たり、税額を納付しなければならない。施設利用が本来
無料であるべきだから免税が許されるという議論の余地は税法上ない。

竹内 秀太郎　施設利用料の一部は利用者に負担してもらうべき。今回の条例改正をしなけ
れば、消費税値上げ部分を市が全額負担することになる。結果、利用していない市民も消費税
の経費負担をすることになり、公平性・平等性を阻

そが い

害することになる。

竹内 秀太郎　体育館計画はすでに議決されているもの。用地取得
が半年遅れたために実施設計等の年度内完了が困難となり、繰越明
許補正をするもので賛成する。

猪狩 久美子　公共施設利用料の値上げによって、市民の活動回数が減る可能性もある。年金
暮らしの高齢者にとっては外出の機会も減る。消費税率引き上げに伴う使用料の値上げには
反対する。

猪狩 久美子　体育館建設は市民の中で十分な納得を得られていない。また消費税増税で総
事業費が 6,500 万円の増になり、財政負担が増すので反対する。

小林 純子　公民館、博物館の利用料・入場料は本来無料であるもの。施設を維持するため
の必要最小限の負担を市民が担

にな

うという考え方で、サービスの対価として設定していない。
当然そこに消費税はつかない。必要な経費に消費税がかかってきても、税率 10％すべてを
転嫁するのは適正ではない。

反対の意見

反対の意見

反対の意見

３月定例会で
条例改正　施設使用料への消費税増税による転嫁は妥当か？

総合体育館は必要か？ 議案第35号
平成 30 年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

討論1

討論2

議案第71号　人権擁護委員の推薦につき、等
と ど り き

々力増
ま す お

男さん、佐
さ さ き

々木一
か ず お

生さん、斉
さいとう

藤康
や す こ

子さん、
　　　　　　 臼

う す い

井良
りょうこ

孔さん、高
たかはし

橋道
みちあき

明さんを適任とした。
人事案件
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賛成の意見

賛成の意見

不採択

採　択

可　決

可　決

安曇野市個人情報保護条例を一部改正し、県内他市と同様に、職員等に対する罰則規定の
新設を求める陳情書

全員一致で採択し、国へ意見書を提出しました。

穂高プールの指定管理期間を令和3年 9月末までと
する案について、全員一致で可決しました。

長峰荘の譲渡についての議案を全員一致で可決しま
した。入浴・宴会・宿泊を 10 年間行うことを条件に、
長峰荘が民間事業者の手によって継続されることに
なりました。

松枝　功　職員等に対する罰則を条例化することは慎重に対応するべき。十分な調査や研究が
なされ、納得できる条例として上程され、成立させるためには、それら機能を有する市長部局
の提案を受けて行うべき。今後も行政に適正な条例改正を促すことが議会の責任である。

竹内 秀太郎　陳情文面をそのまま理解すると、行政側への要請ではなく、議員立法での設置
を求めている。罰則規定の設置は現在行政側で検討している。あえて議員立法で設置する
必要はない。

増田 望三郎　条例では、他機関だけでなく実施機関内部でも目的外利用をしてはならない
と規定するが、罰則がない。罰則規定を加えることで、個人情報保護の目的が果たされる
ため陳情に賛成。本当に必要な改正なら議案発議もやぶさかでない。

小林 純子　陳情趣旨は議員提案か市長提案かが問題なのではなく、条例に
罰則規定を設けることが願意。また市議会議員や臨時職員、嘱託員など地方
公務員法の適用を受けない職員は条例で守秘義務が課されるので、罰則規定
は必要。

反対の意見

反対の意見

決めました 主な討論を紹介します
・全議案の審議の結果
　　   →　9ページ
・議案ごとの賛否
　　   → 10ページ 参照

平成 31 年  3 月定例会

訃
報

山
田
幸
与
議
員
が
３
月
23
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
享
年
69
歳
で
し
た
。
福
祉
教
育
委
員
会
と
総
務

環
境
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

陳情第１号　個人情報保護条例、職員等への罰則規定を加えるべきか？討論3

定例会トピック

② 議案第67号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
 （安曇野市穂高プール）

③ 議案第70号 市有財産の処分について（安曇野市長峰荘）

① 陳情第4号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の
 改善を求める陳情
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平成 31年度安曇野市一般会計予算（福祉教育委員会所管事項）

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情

議案第 46号

陳情第４号

高齢者対象の入浴料金割引制度を使いやすくできないか。また付き添いの家族も使えるようにならないか。

引きこもり支援事業の内容は。

認定こども園の民営化、統廃合の検討の現状は。

新規事業の「産前産後支援事業」の内容と効果は。

小中学校で行われる「情報教育推進事業」の内容は。

新たな児童館用地を探すとのことだが、児童館の役割は。

3,000 人対象の入浴料金割引制度についてのアンケートを実施したが「継続してほしい」との答え
が多かった。付き添いの方などに利用範囲を広げるなどは考えていない。

新年度事業の柱として取り組むもの。平成 28年度の民生委員の調査では、市内の対象者は 49名と
なっているが、現在は保健師等の相談も含めて130名余りと認識している。福祉、保健医療、また就
業支援の部局も連携して進めたい。

三郷西部認定こども園については、現在、地域の意向をまとめる作業が進んでいるが、この結果
によって対応していきたい。

産後２週・１カ月の産婦の心身の状態を知ることのできる健診を行い、健診時
の聞き取り等も含めて、産後うつ等の早期発見とケアを進めていく。

ノート型のパソコン導入によりパソコン教室での授業の枠を超えた展開と、教師用のデジタル
教科書の導入などにより、設置済みの電子黒板の活用も含め、より分かりやすい授業のできる環境
としたい。

穂高地域で児童館新設のための用地を確保したい。当面は児童館で「児童クラブ」も行わざるを
得ないが、小学校でのクラブ実施も検討委員会で総合的に検討していく。

先に策定した「民営化ビジョン」の変更を含め、柔軟な対応を望む。

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

福祉教育委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 6号）を含む 4件を 2月 25日に、平成 31年度安
曇野市一般会計予算を含む議案 28 件と陳情 1件を 3月 11日に
審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

・医療や介護現場での人材不足が深刻であるにもかかわらず、具体的な労働環境の改善は進んでいない。
国に対し安全・安心の医療・介護の向上の実現と、労働条件の改善を願っていくことは理解できる。

・詳しい状況を承知するためには、継続審査とすべきではないか。　・・・　賛成少数で継続審査は否決

福祉
教育

意見として

継続の意見

意見

ページへページへ9.10.119.10.11
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改正内容

総務環境委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 6号）を 2月 25日に、平成 31年度安曇野市一般
会計予算を含む議案 6件と陳情 2件を 3月 8日に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

安曇野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用
等の公営に関する条例の一部を改正する条例

平成31年度安曇野市一般会計予算（総務環境委員会所管事項）

議案第 34号

議案第 46 号

国の法改正を受け、安曇野市議会議員選挙において、4,000 枚を限度に１枚当たり7円 51銭を公費とし
て、選挙運動用ビラを作成することができる。次回の安曇野市議会議員選挙から適用となる。

臼井 泰彦　自転車活用推進事業においては、サイクリングコースの整備と説明を受けたが、まず、普段
市民が利用している通勤通学路等の整備を優先すべき。新総合体育館の建設経費では、今後大きな財政
負担を将来にわたり負わせ、民生費を圧迫する。

平林 德子　自転車活用においては、県・民間団体・大学等と連携し、部局横断的に取り組むことと、
生活道路に関しては都市建設部で整備がされていく。

内川 集雄　新総合体育館は、防災から始まり、子どもたちの社会体育等も行っていくので必要である。

反対の意見

総務
環境

賛成の意見

常任委員会報告

平成 31年　1月 23日 視察先　大阪府箕
み の お

面市
 目　的　職員の人事給与の構造改革と管理
平成 31年　1月 24日 視察先　徳島県神

かみやまちょう

山町
 目　的　企業誘致とテレワーク事業の成功例
 視察先　香川県三

み き

木町
ちょう

 目　的　百眼百考会議とふるさと住民票の取り組み

・箕面市は、人事評価を直属の上司だけではなく多面的に行っている。本市において取り組む場合には、ま
ず職員アンケートをしたうえで検討すべきだろう。

・神山町は、何の変
へんてつ

哲もない山村になぜ都会から企業が来るのか、その実態と環境整備について学べた。
安曇野の環境であれば、それ以上の効果が出るのではと感じた。

・三木町の市民参加審議会の公募は、無作為抽出することで、幅広く意欲のある人々を掘り起こすことが
できた成功事例である。本市においても検討すべきと感じた。

神山町にてレクチャーを受ける

総務環境委員会　 視察報告

ポイント

ページへページへ9.10.119.10.11
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3月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること） 受理

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

11 号 安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設条例の一部を
改正する条例

原案
可決

12号 安曇野市三郷農村環境改善センター条例の一部を
改正する条例

13号 安曇野市長峰山森林体験交流センター条例の一部を
改正する条例

39号 平成 30年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

40号 平成 30年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

41号 平成 30年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

42号 平成 30年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

43号 平成 30年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第２号）

50号 平成31年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

51号 平成31年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

52号 平成31年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

53号 平成31年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

54号 平成31年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

55号 平成31年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

56号 平成31年度安曇野市有明荘特別会計予算

70号 市有財産の処分について（安曇野市長峰荘）

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

14 号 安曇野市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

原案
可決

15号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例

16号 安曇野市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例

17号 室山アグリパーク条例の一部を改正する条例

18号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例

19号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例

20号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例

21号 安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例

22号 安曇野市水道事業分担金等の徴収に関する条例の一部
を改正する条例

44号 平成 30年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

45号 平成 30年度安曇野市下水道事業会計補正予算（第１号）

57号 平成31年度安曇野市水道事業会計予算

58号 平成31年度安曇野市下水道事業会計予算

64号 市道の廃止について

65号 市道の認定について

66号 損害賠償の額を定めることについて（宅内浸水事故）

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 安曇野市厚生住宅条例の一部を改正する条例

原案
可決

2号 安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に関する
条例の一部を改正する条例

34号 安曇野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用
自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例

35号 平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

46号 平成31年度安曇野市一般会計予算

59号 安曇野市まちづくり計画（新市建設計画）の変更について

68号 安曇野市等公平委員会共同設置規約の一部を変更する規約

69号 平成30年度安曇野市一般会計補正予算（第７号）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 安曇野市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例

原案
可決

4号 安曇野市三郷屋内ゲートボール場条例の一部を改正する
条例

5号 安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例

6号 安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正する条例

7号 安曇野市重度心身障害者福祉金に関する条例の一部を改正する
条例

8号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を改正する条例

9号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例

10号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

36号 平成30年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

37号 平成30年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

38号 平成30年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

47号 平成31年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

48号 平成31年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

49号 平成31年度安曇野市介護保険特別会計予算

60号 市有財産の処分について（安曇野市豊科デイサービスセンター）

61号 債権の放棄について（生活保護法第78条第１項の規定による
徴収金）

62号 債権の放棄について（生活保護法第78条第１項の規定による
徴収金・生活保護法第63条の規定による返還金）

63号 債権の放棄について（生活保護法第63条の規定による返還金）

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

71号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

72号 安曇野市上川手山林財産区管理会委員の選任について

同意73号 安曇野市北の沢山林財産区管理会委員の選任について

74号 安曇野市牧山林財産区管理会委員の選任について

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

1 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制
労働の改善を求める意見書

原案
可決

平成 31 年  3 月定例会
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常任委員会報告常任委員会報告

平成 31年度安曇野市一般会計予算（経済建設委員会所管事項）

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

議案第 46号

陳情第３号

・現状は非常に労働者の賃金が低い。また地域によって格差がある。
・最低賃金を直ちに 1,000 円に引き上げることは、企業側からすれば困難だと思う。

・国で現在検討しているので、様子を見て審査したい。

経済建設委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 6 号）を含む 9 件を 2 月 25 日に、平成 31 年度
安曇野市一般会計予算を含む議案 24 件と陳情 1件を 3月 12 日
に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

平成 31年　1月 31日 視察先　宮城県利
り ふ

府町
ちょう

議会

平成 31年　2月   1 日 視察先　埼玉県寄
よ り い

居町
まち

議会
目的　議会だよりの編集について｝

平成31年　1月 17日 視察先　静岡県浜松市議会
 目　的　大規模災害時における議会・議員は何をすべきか

平成 31年　1月 18日 視察先　静岡県袋
ふくろい

井市議会
 目　的　議会におけるペーパーレス化と ICTを利用した会議

・利府町議会は、「あの提言はどうなっている？」などの、住民の声を反映させる追跡
レポートを掲載。手に取ってもらえ、中身に誘導する表紙写真にし、文章や写真は
各 4割で余白は2割。

・寄居町議会は、町民参加の議会だより。表紙から手に取りたくなり、斜め読みでも
わかるもの。議員自ら行う町民インタビュー記事で、広聴としての議会だよりになっ
ている。

・大規模災害発災時のマニュアルには、議会・議員としての行動が記されており、
議長への報告の一元化の重要性を学べた。

・新設された防災学習センターは、廃校となった校舎の後利用がされていて、地域
防災教育の要となっている。

・ペーパーレス化においては、ICT 化の効果は大きく、まず行政を含めた庁内の環境
整備と同時並行されていた。本市においても議会が先行するより、行政を含めた
庁内全体での環境整備が急務だと認識した。

寄居町議会から説明を聞く

浜松市防災学習センターにて

議会広報特別委員会　視察報告

議会運営委員会　視察報告

意見として

継続の意見

井出 勝正　トマト栽培施設の民間譲渡にかかわり、譲渡先に 630 万円を超える補助金を出すことに正
当性があるのか疑問である。

坂内 不二男　事業者は指定管理者でいれば、固定資産税は5年間かからなかったが、早めに譲渡された
ことにより税がかかることになった。それを補償する市との契約が成立している以上、支払わざるをえな
いと思う。

反対の意見

賛成の意見

経済
建設

ポイント

ポイント

ページへページへ9.10.119.10.11
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議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

山
田
　
幸
与

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第29号 安曇野市穂高陶芸会館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第30号 飯沼飛行士記念館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第31号 貞享義民記念館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第32号

安曇野市交流学習センター条例の一部を改正する
条例 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第33号 安曇野市明科学習館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第35号 平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第６号） 2／25 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第46号 平成 31年度安曇野市一般会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議
議　案
第47号 平成 31年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第48号 平成 31年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第49号 平成 31年度安曇野市介護保険特別会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第57号 平成 31年度安曇野市水道事業会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第58号 平成 31年度安曇野市下水道事業会計予算 ３／20 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳　情
第１号

安曇野市個人情報保護条例を一部改正し、県内他市
と同様に、職員等に対する罰則規定の新設を求める
陳情書

３／20 不採択 × × × × × × 欠 × × 〇 × × × × × × × × × 〇 × 議

陳　情
第２号

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出
を求める陳情書 ３／20 不採択 × ○ × × × ○ 欠 × × × × × × × 〇 × × × × 〇 × 議

議員名

議案名

　

問 

公
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
、
小
中

学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹り

か
ん患

状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

総
園
児
数
２
４
１
５
人
中
４
９
７
人
。

お
よ
そ
２
割
の
園
児
が
発
症
し
た
。

教
部 

小
学
校
で
９
校
38
ク
ラ
ス
、
中
学
校
で

７
校
11
ク
ラ
ス
で
学
級
閉
鎖
の
措
置
を

と
り
、
感
染
者
数
は
小
中
学
校
で
合
わ

せ
て
４
０
０
人
を
超
え
て
い
た
。

　

問 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
発
病
阻そ

し止
に
20
〜
30
％
有
効
と
さ

れ
て
お
り
、
発
病
を
完
全
に
阻
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
12
歳
以
下

の
子
ど
も
は
免
疫
が
付
き
に
く
い
た
め
、

２
回
の
予
防
接
種
が
必
要
で
費
用
も
２

回
で
約
７
０
０
０
円
前
後
も
か
か
る
。

少
し
で
も
助
成
を
し
て
ほ
し
い
と
の
市

民
の
声
に
応
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

保
健 

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
国
は
任
意
接
種

が
適
当
と
し
て
い
る
の
で
、
独
自
の
助

成
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

こ
の
冬
は
風
し
ん
が
大
流
行
し
て
い
る
。

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不
十
分
な
妊

婦
が
感
染
す
る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
高
く
な
る
。
国
と
し
て
定
期
予
防

接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
39
歳
か
ら
56

歳
の
男
性
を
対
象
に
、
２
０
１
９
年
４

月
か
ら
３
年
間
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料

に
な
る
。
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

保
健 

対
象
者
に
抗
体
検
査
を
受
け
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
し
、
検
査
実
施
機
関
で
抗

体
検
査
を
受
け
、
※
抗
体
価
の
低
い
人
に

は
予
防
接
種
を
受
け
て
も
ら
う
。
対
象

者
の
多
く
が
働
く
世
代
の
男
性
な
の
で

検
査
の
機
会
が
増
え
る
よ
う
準
備
す
る
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
助
成
を

公明党
中村 今朝子

風
し
ん
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

一 般 質 問市政のここが聴きたい!!３月
定例会

※
抗
体
価
と
は
…
ウ
イ
ル
ス
や
菌
に
対
し
て
抵
抗
す
る
力
を
見
る
も
の
。
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議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

山
田
　
幸
与

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第２号

安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に
関する条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第４号

安曇野市三郷屋内ゲートボール場条例の一部を改正
する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第５号 安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第６号

安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正
する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第９号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第11号

安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設条例の一部を
改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第12号

安曇野市三郷農村環境改善センター条例の一部を
改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第13号

安曇野市長峰山森林体験交流センター条例の一部を
改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第16号

安曇野市法定外公共物管理条例の一部を改正する
条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第17号 室山アグリパーク条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第18号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第19号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第20号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第21号

安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する
条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第22号

安曇野市水道事業分担金等の徴収に関する条例の
一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第24号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 議
議　案
第25号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第26号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議　案
第27号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例 ３／20 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた議案等）
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

23 号 安曇野市人権教育集会所条例の一部を改正する条例

原案
可決

24号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例

25号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

26号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例

27号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

28号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

29号 安曇野市穂高陶芸会館条例の一部を改正する条例

30号 飯沼飛行士記念館条例の一部を改正する条例

31号 貞享義民記念館条例の一部を改正する条例

32号 安曇野市交流学習センター条例の一部を改正する条例

33号 安曇野市明科学習館条例の一部を改正する条例

67号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
( 安曇野市穂高プール )

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 安曇野市個人情報保護条例を一部改正し、県内他市と
同様に、職員等に対する罰則規定の新設を求める陳情書

不採択
2号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を

求める陳情書

3号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書

継続
審査

4号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の
改善を求める陳情 採択

平成 31 年  3 月定例会

 選挙
件　　　　　　　名 結果

選挙 安曇野市・松本市山林組合議会議員の選挙 当選

3月定例会で審議した結果です

10 ページ 「南部総合公園体育施設建設事業に注目！」の中で、
 「果敢」のルビ　　　[ 誤 ] かがん→ [ 正 ] かかん

下記の議会だよりの中で誤字がありました。お詫びして訂正します。

18ページ 「松枝功議員 一般質問」の中で、[ 誤 ] 優望→ [ 正 ] 有望
20 ページ 「市民の声」の中で、写真の説明 [ 誤 ] 童話→ [ 正 ] 童謡

第50号の訂正

第53号の訂正

ページへページへ88

ページへページへ44

ページへページへ44

改正

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

44

55

55

55

55

55

55

55

55

55
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市政のここが聴きたい!!３月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

指
定
管
理
料
を
支
払
う
施
設
と
納
付
金

を
も
ら
う
施
設
の
基
準
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
数
を
伺
う
。

総
務 

利
用
料
収
入
等
で
管
理
運
営
費
が
賄

ま
か
な

え

る
収
益
施
設
が
26
施
設
、
利
用
料
収
入

等
か
ら
管
理
運
営
費
が
賄
え
な
い
施
設

（
指
定
管
理
料
を
支
払
う
施
設
）
が
55
施

設
、
納
付
金
、
指
定
管
理
料
の
両
方
発

生
し
て
い
る
施
設
が
２
施
設
、
両
方
発

生
し
て
い
な
い
施
設
が
４
施
設
の
計
87

施
設
。

　

問 

計
画
以
上
の
大
幅
な
利
益
は
、
納
付
金

等
を
見
直
す
こ
と
が
適
切
な
対
応
と
考

え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
協
定
に
な
っ
て

い
る
か
。

総
務 

指
定
管
理
者
の
経
営
努
力
に
よ
る
増
益

で
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
余
計
に
も
ら

う
こ
と
は
な
い
。

　

問 

指
定
管
理
し
て
い
る
施
設
の
管
理
運
営

状
況
に
つ
い
て
と
、
収
支
計
画
と
実
績

等
に
つ
い
て
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

情
報
公
開
で
き
な
い
か
。

総
務 

施
設
の
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
の

収
入
と
し
て
収
受
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
指
定
管
理
料
、
納
付
金
等
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
現
況
調
書
の
中

で
公
表
し
て
い
る
。

　

問 

２
０
１
９
年
度
予
算
で
、
市
長
が
特
に

重
視
し
た
事
業
を
３
つ
ぐ
ら
い
に
絞し

ぼ

っ

て
教
え
て
ほ
し
い
。

市
長 

１
つ
目
は
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
。
２
つ
目
は
出
産
・
子
育
て
の
充

実
を
図
る
た
め
の
産
前
産
後
支
援
事
業
。

３
つ
目
は
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
設

置
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

〇
公
的
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
提
案

指
定
管
理
施
設
の
収
支
状
況

に
つ
い
て
情
報
公
開
を

清政会
竹内 秀太郎

平成 30 年度納付金 (1,350 万円 ) が
3分の 2免除されている「しゃくなげの湯」

２
０
１
９
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

　

問 

国
や
自
治
体
か
ら
中
小
企
業
支
援
と
し

て
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」「
業
務
改

善
助
成
金
」
や
事
業
承
継
策
と
し
て
も
、

株
式
に
係
る
贈
与
税
・
相
続
税
は
10
年

間
限
定
に
免
除
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
様
々

な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、

制
度
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
理
解

し
て
い
な
い
な
ど
の
現
状
が
あ
る
こ
と

が
、
公
明
党
が
行
っ
た
１
０
０
万
人
訪

問
調
査
運
動
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
周

知
徹
底
の
方
法
を
再
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

商
工 

国
の
支
援
策
等
の
発
信
元
は
多
様
で
あ

り
、
入
手
す
る
事
業
者
に
お
い
て
も
収

集
方
法
に
も
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
産
業
振
興
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
や
産
業
振
興
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
訪
問
等
で
周
知
し
て

い
る
。
ま
た
、
年
初
に
は
商
工
会
と
連

携
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
相

談
窓
口
に
常
備
し
、
制
度
の
周
知
を
図
っ

て
は
い
る
が
、
今
後
は
よ
り
専
門
的
に

事
業
者
と
の
接
点
を
持
つ
た
め
、
非
営

利
型
の
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し
、
補

助
事
業
の
情
報
提
供
等
を
重
点
的
に

行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
委
託
し
て
い
く
。

　

問 

本
市
の
環
境
を
考
え
る
と
、
都
市
部
か

ら
企
業
を
呼
び
込
み
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長 

市
内
の
条
件
は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る

と
捉と

ら

え
て
い
る
。
誘
致
の
予
定
は
し
て

い
な
い
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

備
え
た
宿
泊
施
設
が
で
き
は
じ
め
て
い

る
の
で
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
新
総
合
体
育
館
建
設
に
向
け
入
札
の
不
調
・

不
落
の
懸
念

○
骨
髄
バ
ン
ク
提
供
者
へ
の
助
成
金
制
度
の
提

案

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
で

市
内
経
済
の
活
性
を

公明党
小松 芳樹

新設されるテレワークセンター
（旧くるりん広場 2階）
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一 般 質 問
　

問 

常
念
岳
の
郷
か
ら
常
念
岳
に
向
け
て
、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
を
植
栽
し
、
千
年
の
安
曇

野
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
郷
づ
く
り
を
提
案
す

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
地

域
の
抱
え
る
課
題
が
山
積
し
て
き
て
い

る
中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

の
植
栽
を
通
じ
、
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
春

は
光
城
山
の
桜
、
秋
は
西
山
山
麓
の
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
と
な
れ
ば
、
新
た
な

観
光
資
源
と
大
い
に
期
待
す
る
。

生
活 

６
月
30
日
に
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
を
常
念
岳
に

向
け
て
４
キ
ロ
に
１
０
０
本
、
国
営
公

園
に
50
本
植
え
る
と
聞
い
た
。
地
域
の

み
な
さ
ん
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
側

面
的
に
支
援
す
る
。

　

問 

山
の
日
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長 

国
民
の
祝
日
山
の
日
、
信
州
山
の
日
の

制
定
で
、
登
山
愛
好
者
が
増
加
し
て
い

る
。
山
岳
観
光
推
進
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
山
岳
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、
外
国

人
向
け
山
岳
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
等
で
、

山
の
す
ば
ら
し
さ
や
山
へ
の
理
解
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
深
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

常
念
岳
に
関
す
る
事
業
等
、
１
０
０
年

目
に
記
念
行
事
を
考
え
て
い
る
か
。

政
策 

松
本
広
域
連
合
で
は
、
信
州
松
本
エ
リ

ア
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
３
万
部
作
製

す
る
。
友
好
都
市
東と

う
が
ね金

市
で
は
、
常
念

岳
登
山
を
記
念
し
、
ウ
エ
ス
ト
ン
広
場

に
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
を
植
樹
す
る
計
画
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

商
工 
国
営
公
園
で
は
、
常
念
岳
に
関
す
る
各

種
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

教
部 

堀
金
小
学
校
で
は
、
５
月
〜
６
月
に
、

長
野
県
副
知
事
の
太
田
寛

ゆ
た
か

さ
ん
を
講
師

に
常
念
岳
の
思
い
出
等
の
お
話
会
を
予

定
し
て
い
る
。
佐
藤
嘉か

い
ち市

常
念
校
長
や

田
淵
行
男
氏
の
写
真
を
展
示
す
る
。

千
年
の
安
曇
野

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
郷
づ
く
り
を

佐藤嘉市常念校長（元堀金小学校長）

清政会
一志 信一郎

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

福
祉 

認
定
こ
ど
も
園
９
園
と
穂
高
幼
稚
園
の

遊
戯
室
に
、
猛
暑
に
備
え
１
カ
月
前
倒

し
で
６
月
末
の
竣

し
ゅ
ん
こ
う工

を
め
ざ
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
す
べ
て
の
公
立
認
定
こ
ど
も

園
と
幼
稚
園
の
整
備
が
完
了
す
る
。

教
部 

２
０
１
９
年
度
中
に
10
小
学
校
の
普
通

教
室
へ
の
整
備
を
予
定
。
教
室
が
多
く
、

児
童
の
安
全
確
保
等
で
長
期
休
み
の
工

事
と
な
り
、
工
期
は
約
１
年
と
す
る
。

　

問 

２
０
１
９
年
度
の
夏
休
み
期
間
は
。

教
長 

31
日
間
確
保
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

　

問 

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
は
。

教
長 

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
午
前
７
時
半

か
ら
受
け
入
れ
る
。
児
童
館
の
自
由
来

館
も
案
内
す
る
。
国
営
、
県
営
の
施
設

や
地
域
の
育
成
会
、
公
民
館
事
業
、
市

内
の
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
親
子
で
見

学
等
関
係
部
局
で
連
携
す
る
。

　

問 
虐
待
の
現
状
と
対
応
は
。

福
祉 
新
規
受
理
の
件
数
は
平
成
27
年
度
42
件
、

28
年
度
49
件
、
29
年
度
75
件
と
増
加
傾

向
。
児
童
へ
の
脅
迫
や
言
葉
の
暴
力
等

心
理
的
虐
待
が
主
。
児
童
の
安
否
確
認

の
た
め
徹
底
的
に
調
査
す
る
。
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
立
。
構
成

員
に
児
童
相
談
所
も
含
ま
れ
、
専
門
的

視
点
か
ら
最
善
の
対
処
法
、
支
援
策
等

助
言
、
指
導
を
受
け
て
い
る
。
年
４
回

の
実
務
者
会
議
で
状
況
報
告
と
支
援
方

針
を
確
認
し
、
重

じ
ゅ
う
と
く篤

な
事
態
と
な
ら
な

い
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

問 

課
題
と
取
り
組
み
は
。

福
祉 

子
育
て
中
の
親
の
地
域
社
会
や
家
庭
で

の
孤
立
化
を
防
ぐ
対
応
を
す
る
人
材
育

成
と
、
職
員
体
制
の
充
実
が
課
題
。
今

後
は
相
談
員
の
増
員
だ
け
で
な
く
、
親

の
精
神
面
の
フ
ォ
ロ
ー
や
児
童
の
心
の

ケ
ア
等
有
資
格
者
の
支
援
体
制
、
相
談

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
。

エ
ア
コ
ン
設
置
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
と
虐ぎ

ゃ
く
た
い待

対
策
は

政和会
平林 德子

健やかに育て！安曇野の子どもたち

ゆ
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市政のここが聴きたい!!３月
定例会

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

不
要
食
器
の
回
収
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

５
年
間
の
活
動
に
感
謝
し
、
す
ば
ら
し

い
取
り
組
み
と
考
え
る
。
平
成
26
年
度

は
再
資
源
分
約
19
ト
ン
で
、
埋
め
立
て

処
分
の
量
は
約
12
ト
ン
の
不
要
食
器
が

排
出
さ
れ
た
。
27
年
度
か
ら
は
リ
ユ
ー

ス
を
実
施
し
、
埋
め
立
て
処
分
が
約
５

ト
ン
、
28
年
度
約
1.4
ト
ン
、
29
年
度
約

１
０
０
キ
ロ
、
30
年
度
約
２
０
０
キ
ロ

と
激
減
し
、
再
資
源
化
に
回
す
量
は
４

ト
ン
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
中
、
三
郷
の
最
終
処
分
場

は
、
平
成
31
年
１
月
末
日
で
、
埋
め
立

て
率
80
・
５
％
、
埋
め
立
て
残
容
量

３
２
０
０
立
方
で
あ
り
、
２
０
２
２
年

ま
で
の
埋
め
立
て
が
可
能
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
処
分
場
の
検
討
も
必

要
と
な
る
。

　

問 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
、
さ
ら
な

る
市
民
の
利
用
拡
大
を
要
望
す
る
。

市
長 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
に
寄
付
し
、
食
料

を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
に
支
給
す
る
活

動
を
現
在
ま
で
３
回
実
施
し
、
市
も
後

援
と
い
う
形
で
あ
る
。
協
力
し
て
も
ら
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
食
品
を

寄
付
し
て
も
ら
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
に

感
謝
す
る
。
食
料
を
必
要
と
す
る
人
が

申
請
し
て
、
後
日
２
週
間
分
の
食
料
が

郵
送
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、
今
後
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
参
加
し
や
す
い
環
境
、
寄
贈
先
な

ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

現
在
の
、
燃
え
る
ご
み
指
定
専
用
袋
の

価
格
は
適
正
か
伺
う
。

生
活 

現
在
は
収
入
証
紙
代
を
含
ん
で
い
る
。

穂
高
広
域
施
設
組
合
で
取
り
決
め
た
も

の
だ
が
、
18
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
た

め
、
市
民
意
識
調
査
の
項
目
に
加
え
、

構
成
市
町
村
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

循
環
型
社
会
の
形
成
と

ご
み
に
関
す
る
こ
と

公明党
藤原 陽子

もったいない市の開催

無会派
増田 望三郎

　

問 

子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
力
を

つ
け
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
み
ず
か

ら
の
思
考
と
行
動
が
求
め
ら
れ
る
充
実

し
た
体
験
と
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
。

市
長 

幼
児
期
に
、
や
ま
ほ
い
く
を
通
し
て
培
っ

た
子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び
の
基
礎
を
、

小
・
中
学
校
で
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
。

た
く
ま
し
い
安
曇
野
の
子
ど
も
を
育
て

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
子
ど
も

た
ち
は
無
菌
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
責

任
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
雰
囲

気
が
あ
る
し
、
保
護
者
も
行
政
・
学
校

の
責
任
だ
と
し
て
自
己
責
任
が
回
避
さ

れ
て
い
る
。
安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
を

生
か
す
に
は
学
校
や
行
政
だ
け
で
な
く
、

親
と
し
て
の
責
任
、
地
域
と
し
て
の
責

任
を
、
お
互
い
に
分
か
ち
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

問 

「
市
外
、
県
外
、
海
外
の
子
ど
も
た
ち
に

向
け
て
、
安
曇
野
は
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド

キ
の
体
験
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
舞

台
だ
よ
」
と
呼
び
か
け
た
い
。
農
家
民

宿
を
友
好
都
市
の
家
族
、
ふ
る
さ
と
寄

附
の
返
礼
品
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
で

多
様
に
活
用
で
き
な
い
か
。

農
林 

様
々
な
受
け
入
れ
の
形
を
模も

さ
く索

し
、
広

が
り
の
あ
る
事
業
と
し
て
い
け
る
よ
う
、

農
家
民
宿
協
議
会
に
働
き
か
け
る
。

　

問 

日
本
中
、
世
界
中
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

や
っ
て
く
る
。
既
存
の
農
家
民
宿
に
加

え
て
、
国
の
財
源
も
活
用
し
た
も
う
一

つ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
農
村
・

農
業
体
験
の
事
業
展
開
を
提
案
す
る
。

市
長 

施
設
の
整
備
、
事
業
者
に
よ
る
新
た
な

経
営
形
態
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
当
た
っ

て
国
の
交
付
金
や
補
助
金
な
ど
、
利
活

用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
精
査
し
、
関

係
部
署
で
連
携
を
し
研
究
す
る
。充実した体験と学びの機会を～本物に触れて～

子
ど
も
た
ち
が
輝
く
充
実
し
た

体
験
と
学
び
の
安
曇
野

つ
ち
か
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

　

問 

本
市
は
穂
高
広
域
施
設
組
合
を
構
成
す

る
市
町
村
の
中
で
、
ご
み
排
出
が
最
大
。

率
先
し
た
減
量
化
・
資
源
化
が
重
要
。

市
と
組
合
の
計
画
の
す
り
合
わ
せ
は
。

生
活 

市
は
平
成
23
年
に
、
組
合
は
平
成
19
年

に
そ
れ
ぞ
れ
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

計
画
、
進

し
ん
ち
ょ
く捗

等
を
擦
り
合
わ
せ
て
い
る
。

　

問 

組
合
で
排
出
さ
れ
る
年
間
２
８
０
０
ト

ン
の
灰
の
う
ち
本
市
が
約
４
分
の
３
を

占
め
る
。
燃
料
コ
ス
ト
も
か
か
り
灰
量

の
増
加
に
影
響
す
る
生
ご
み
を
堆
肥
化

す
る
等
、
対
策
を
強
化
す
べ
き
。
ま
た

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
低
下
の
原
因
は
。

生
活 

重
要
な
提
案
だ
。
生
ご
み
処
理
機
器
・

コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
費
補
助
以
外
に
も
、

食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
等
も
研
究
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
低
下
は
民
間
で
の
資
源

物
回
収
が
進
ん
で
い
る
た
め
と
の
認
識
。

　

問 
河
川
や
堰せ

ぎ

の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
現
状
は
。

生
活 
市
内
36
河
川
等
で
年
２
回
水
質
検
査
し

最
も
厳
し
い
環
境
基
準
を
準
用
し
て
い

る
。
経
年
で
の
変
化
を
検
証
し
て
い
く
。

　

問 

社
会
の
中
核
を
担に

な

う
べ
き
現
役
、
若
手

世
代
が
市
政
に
自
分
事
と
し
て
関
わ
る

た
め
に
も
情
報
の
入
手
し
易
さ
は
重
要
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
研
究
は
。

政
策 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
０
２
１
年
３
月
に

シ
ス
テ
ム
更
新
予
定
。「
広
報
あ
づ
み
の
」

を
携
帯
端
末
で
読
め
る
ア
プ
リ
も
案
内

す
る
。

　

問 

市
民
説
明
会
等
で
の
「
広
聴
」
に
対
す

る
市
長
の
姿
勢
を
問
う
。

市
長 

「
広
聴
」
は
私
の
信
念
。
具
体
的
な
対
案

を
も
ら
え
れ
ば
政
策
反
映
も
検
討
す
る
。

若
手
職
員
等
の
柔
軟
な
発
想
も
大
切
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
男
女
共
同
参
画
の
積
極
推
進
は

政和会
小林 陽子

生ごみを堆肥化するコンポスト

循
環
型
社
会
を
目
指
す

ご
み
対
策
と
環
境
基
準

　

問 

冬
の
観
光
客
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

冬
期
間
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

商
工 

冬
の
観
光
客
の
現
状
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー

ズ
ン
か
ら
半
減
し
て
し
ま
う
の
が
現
状

で
、
冬
期
間
の
観
光
客
の
落
ち
込
み
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在

は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
穂
高
神
社
周

辺
の
安
曇
野
神か

み
あ
か
り

竹
灯
、
国
営
ア
ル
プ
ス

あ
づ
み
の
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
、
安
曇
野
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

冬
期
の
観
光
客
誘
客
の
施
策
を
検
討
す

る
。

　

問 

10
月
下
旬
頃
か
ら
12
月
と
４
月
に
２
回

開
花
し
て
、
２
度
楽
し
め
る
冬
桜
が
あ

る
。
心
癒い

や
す
花
園
、
楚そ

そ々

と
咲
く
冬

桜
を
植
栽
し
て
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
、
観

光
客
が
増
え
、
１
年
を
通
し
て
観
光
客

が
増
え
て
、
市
内
が
活
況
を
帯
び
る
よ

う
冬
桜
を
咲
か
せ
る
植
栽
は
ど
う
か
。

商
工 

安
曇
野
に
癒
や
し
を
求
め
、
来
訪
さ
れ

る
方
を
さ
ら
に
増
や
す
、
良
い
提
案
だ
。

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
工
事
が
こ
の
３

月
竣し

ゅ
ん
こ
う工

予
定
で
、
旧
穂
高
商
工
会
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
ハ
ナ
モ
モ
と
合
わ
せ
て
、

試
験
的
に
冬
桜
の
植
栽
を
し
て
み
た
い

と
考
え
る
。

　

問 

市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
、
愛
唱
歌

と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
市
歌
の
普

及
活
動
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長
他 
市
の
行
事
、
市
民
団
体
、
学
校
、
認
定

こ
ど
も
園
、
各
区
、
公
民
館
等
で
、
健

康
体
操
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
合
唱
と
し
て
活
用

は
さ
れ
て
い
る
が
、
工
夫
を
し
て
さ
ら

に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
、
市
歌
の
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
は
し
か
に
つ
い
て

冬
の
観
光
客
誘
致
の
対
策
は

ど
う
す
る
の
か

八面大王足湯西側に植栽された冬桜

市
歌
に
つ
い
て

無会派

平林 　明

情
報
の
周
知
や
、
広
聴
に
つ
い
て
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市政のここが聴きたい!!３月
定例会

　

問 

定
時
定
路
線
の
巡
回
バ
ス
の
要
求
が
あ

る
。
バ
ス
停
ま
で
歩
け
る
人
は
大
勢
い

る
。
車
を
手
放
し
た
い
人
に
は
、
高
齢

で
運
転
が
不
安
な
人
と
車
の
維
持
費
を

負
担
と
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
が
、
代

わ
り
の
交
通
手
段
が
な
け
れ
ば
車
は
手

放
せ
な
い
。
家
族
な
ど
に
送
り
迎
え
を

し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
巡
回
バ
ス
が
あ

れ
ば
気
遣
い
が
な
く
て
あ
り
が
た
い
と

い
う
人
も
い
る
。
自
家
用
車
等
か
ら
公

共
交
通
へ
転
換
す
べ
き
だ
と
考
え
る
人

も
い
て
、
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
、
21
％
い
る
。
市
民
の
声
、
潜

在
的
な
利
用
者
を
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

市
長 

合
併
後
、
停
留
所
が
遠
く
て
利
用
し
に

く
い
と
い
う
意
見
に
応
え
る
も
の
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
全
市
に
広

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

問 

本
市
は
、
高
齢
者
の
通
院
、
買
い
物
、

学
生
の
通
学
を
第
一
に
考
え
、
定
時
定

路
線
は
現
状
を
維
持
拡
充
す
る
と
し
て

い
る
。
池
田
町
は
、
町
民
が
利
用
し
や

す
い
運
行
形
態
を
追
求
す
る
。
大
町
市

は
、
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
と
、
訪
れ

る
人
も
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
で
、

自
動
車
依
存
型
社
会
か
ら
脱
却
す
る
。

塩
尻
市
は
、
利
用
促
進
、
交
通
弱
者
と

来
訪
者
に
対
し
て
、
公
共
交
通
維
持
を

図
る
。
３
市
町
の
交
通
施
策
を
ど
う
評

価
す
る
か
伺
う
。

政
策 

各
自
治
体
の
実
情
に
合
わ
せ
た
運
行
形

態
と
理
解
し
て
い
る
。

　

問 

平
成
29
年
度
の
決
算
で
、
一
般
会
計
総

額
に
対
す
る
公
共
交
通
事
業
費
の
割
合

は
、
本
市
０
・
２
１
％
、
池
田
町
０
・

９
１
％
、
大
町
市
０
・
５
１
％
、
塩
尻
市

０
・
３
７
％
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

政
策 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
行
財
政
構
造
を

検
証
し
て
い
な
い
。
決
算
額
数
字
と
し

て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

巡
回
バ
ス
の
運
行
を

あ
づ
み
ん
の
利
便
化
と
と
も
に

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

本市と近隣自治体の定時定路線バスの比較

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

政和会
松枝 　功

　

問 

市
は
、
膠

こ
う
ち
ゃ
く着

状
態
と
な
っ
て
い
る
松
糸

道
路
建
設
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
求
め

る
要
望
書
を
県
に
提
出
し
た
。
先
日
の

地
域
へ
の
説
明
会
で
、
県
は
方
向
を
変

え
、
ま
さ
に
白
紙
か
ら
検
討
し
直
す
と

い
う
方
針
を
住
民
に
示
し
た
。
市
長
は
、

こ
れ
を
ど
う
捉と

ら

え
て
い
る
か
。

市
長 

県
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
ル
ー
ト
主
眼
で

は
な
く
、
複
数
ル
ー
ト
を
検
討
し
、
地

域
の
理
解
の
得
ら
れ
る
ル
ー
ト
を
選
定

し
て
い
く
と
の
考
え
を
示
し
た
。
市
の

要
望
を
受
け
、
新
た
な
対
応
を
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　

問 

新
た
に
県
が
示
し
た
「
進
め
方
」
で
は
、

松
糸
道
路
が
必
要
か
ど
う
か
の
「
原
点
」

を
確
認
し
て
か
ら
ル
ー
ト
選
定
に
入
る

と
さ
れ
る
。
必
要
性
が
確
認
で
き
な
け

れ
ば
、
こ
の
道
路
計
画
自
体
が
頓と

ん
ざ挫

し

か
ね
な
い
。
市
長
が
先
頭
に
な
っ
て
、

市
の
未
来
に
と
っ
て
絶
対
必
要
な
道
路

だ
と
明
言
し
、
行
動
し
て
ほ
し
い
。

市
長 

松
糸
道
路
は
、
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
や
産
業
発
展
に
寄
与
す
る
非
常
に
重

要
な
道
路
。
分
か
り
や
す
い
資
料
を
県

と
共
に
作
成
し
、
必
要
性
の
原
点
も
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

問 

新
年
度
事
業
の
柱
と
さ
れ
る
「
テ
レ
ワ
ー

ク
事
業
」
の
概
要
と
勝
算
は
。

商
工 

塩
尻
市
振
興
公
社
の
支
援
を
受
け
、
テ

レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
ひ
と

り
親
や
シ
ニ
ア
、
障
が
い
者
な
ど
フ
ル

タ
イ
ム
就
労
が
困
難
な
人
に
、
柔
軟
な

就
労
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

市
長 

当
面
は
行
政
が
窓
口
だ
が
、四
月
設
立
の「
一

般
社
団
法
人
安
曇
野
産
業
振
興
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
実
務
を
担に

な

う
。
行
政
の
枠
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
た
支
援
等
を
行
う
組
織
と

し
て
期
待
し
て
い
る
。

塩尻市振興公社のワークスペースで
働く女性たち（市民タイムス提供）

松
糸
道
路
実
現
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
はテ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
雇
用
創
出

近隣自治体 人口（人）
2018年4月
1日現在

定時路線数
（内巡回線）
1日の便数

1路線
平均路程
　  ㎞

運賃

安曇野市 98,073
（本市100
とする）

タクシー
会社４社
に委託

３路線10.5便
デマンドを
含めて74便

200円
高校以下
100円デマ
ンド300円

池田町 9,980
（10） 町営

７路線（２）
40便 29.2 町内150円

町外300円

大町市 27,803
（28） ２社に委託

11路線（２）
44便 22.7 200円

子ども100円

塩尻市 67,449
（69） 1社に委託

11路線（３）
38便 21.5 100円
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問 

な
ぜ
広
島
だ
け
に
派
遣
す
る
の
か
。

総
務 

広
島
・
長
崎
・
沖
縄
い
ず
れ
の
地
で
あ
っ

て
も
大
き
な
学
び
に
つ
な
が
る
。
教
育

委
員
会
や
中
学
校
と
相
談
す
る
中
で
派

遣
先
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　

問 

90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
に
生
ま

れ
た
世
代
を
Ｚ
世
代
と
い
う
。
本
市
の

持
続
的
発
展
に
は
、
Ｚ
世
代
を
魅
了
す

る
こ
と
が
必
要
。
国
内
、
海
外
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

政
策 

交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の

選
択
肢
と
し
て
は
一
考
の
余
地
は
あ
る
。

移
住
促
進
で
は
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
、

冬
の
寒
さ
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
方

な
ど
を
、
移
住
希
望
者
一
人
一
人
に
丁

寧
に
直
接
説
明
し
て
い
き
た
い
。

農
林 

海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
や
シ
ェ
フ
は
、
生
産

者
の
生
の
情
報
を
求
め
て
お
り
、
継
続

的
な
情
報
発
信
が
必
要
。
外
国
人
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
を
招

し
ょ
う
へ
い聘

し
、
市
内
生
産
者

と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
検
討
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

商
工 

２
０
１
８
年
は
、
山
岳
観
光
の
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
欧
米
向
け
旅
行
メ

デ
ィ
ア
を
招
聘
し
、
北
ア
ル
プ
ス
パ
ノ

ラ
マ
銀
座
の
情
報
発
信
を
し
た
。
平
地

観
光
で
は
、
台
湾
や
香
港
の
有
名
ブ
ロ

ガ
ー
２
名
を
招
聘
し
、登
山
、果
物
狩
り
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
体
験
を
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
で
発
信
し
て
も
ら
っ
た
。
数

千
か
ら
数
万
の
閲
覧
数
が
あ
る
。
Ｚ
世

代
を
含
め
国
内
外
の
若
年
層
に
向
け
て
、

何
が
訴
求
力
が
あ
る
の
か
分
析
が
必
要
。

外
国
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
使
っ
た
海

外
向
け
情
報
発
信
は
、
臨
場
感
が
あ
り
、

魅
力
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
。

研
究
し
て
い
き
た
い
。

な
ぜ
中
学
生
を
ヒ
ロ
シ
マ
だ
け

に
派
遣
す
る
の
か

政和会
遠藤 武文

テニアン島に遺
のこ

る米軍のLVT（水陸両用装
そうきしゃ

軌車）。
松本連隊は米軍の上陸を阻止できず、玉砕した。

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

「
水
は
公
水
・
水
は
次
世
代
か
ら
の
預
か

り
も
の
」
は
市
の
理
念
。
見
解
は
。

市
長 

地
下
水
は
市
民
共
有
財
産
で
、
地
下
水

保
全
に
努
め
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
。

水
は
日
常
生
活
や
産
業
活
動
に
必
要
で

あ
り
、
も
っ
と
も
大
切
で
、
命
の
源
だ
。

　

問 

地
下
水
保
全
の
現
状
と
課
題
は
。

生
活 

平
成
25
年
４
月
１
日
制
定
の
地
下
水
保

全
・
涵
養
及
び
適
正
利
用
に
関
す
る
条

例
の
適
正
運
用
が
、
湧
水
や
地
下
水
の

保
全
に
寄
与
し
て
い
る
。
水
位
観
測
、

湧
水
量
調
査
も
平
年
並
み
だ
。
揚よ

う
す
い水

業

者
―
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
業
者
の
資
金

協
力
に
つ
い
て
は
、
水
資
源
対
策
協
議

会
に
資
金
調
達
専
門
部
会
を
設
け
、
業

者
と
合
意
形
成
を
図
り
、
２
０
２
２
年

を
目
途
に
、
資
金
調
達
を
開
始
し
た
い
。

　

問 

地
下
水
保
全
で
冬
期
の
水み

ず
は
り
で
ん

張
田
や
麦む

ぎ
あ
と後

利
用
に
水
利
権
問
題
が
あ
っ
た
が
。

生
活 
地
下
水
涵
養
施
策
で
、
水
田
な
ど
水
利

権
に
係
る
涵
養
事
業
は
重
要
だ
。
県
と

協
力
し
、
再
度
、
国
と
水
利
権
上
の
課

題
の
整
理
を
行
い
、
実
施
に
向
け
協
議

中
。
事
業
の
財
源
に
は
、
市
内
関
係
者

に
よ
る
地
下
水
協
力
金
を
考
え
て
い
る
。

　

問 

地
下
水
は
安
曇
野
市
だ
け
で
は
守
れ
な

い
。
ア
ル
プ
ス
広
域
地
下
水
保
全
協
議

会
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

２
月
に
地
下
水
保
全
及
び
涵
養
に
関
す

る
指
針
を
策
定
し
た
。
今
後
も
市
町
村

間
の
温
度
差
が
縮
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

問 

加
齢
性
難
聴
者
に
、
補
聴
器
購
入
の
補

助
制
度
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

福
祉 

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
補
聴
器
の
補
助

制
度
は
、
身
障
者
手
帳
が
条
件
。
聞
き

取
り
に
く
い
症
状
が
出
た
ら
、
医
療
機

関
を
受
診
し
、
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、

現
行
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

地
下
水
保
全
と
涵か

ん
よ
う養
の
た
め

水
利
権
問
題
の
解
決
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

麦後田の活用で地下水保全を

一 般 質 問

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
補
助
を

Ｚ
世
代
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
発
信
を
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市政のここが聴きたい!!３月
定例会

※
反
問
と
は
…
質
問
者
に
対
し
、
問
い
返
す
こ
と
。　

★
答
弁
者
の
表
記
★　

答
弁
者
の
反
問
↓
〇
〇
反
問

無会派
小林 純子

　

問 

安
曇
野
市
が
合
併
し
た
平
成
17
年
、
正

規
職
員
は
８
６
０
人
。
定
員
適
正
化
計

画
で
30
年
に
は
７
３
５
人
ま
で
減
っ

た
が
、
非
正
規
職
員
は
６
０
０
人
か
ら

７
４
２
人
に
ま
で
増
加
。
厳
し
い
財
政

運
営
の
も
と
で
人
件
費
の
削
減
の
た
め
、

正
規
職
員
の
定
数
削
減
が
推
進
さ
れ
、

賃
金
の
低
い
非
正
規
職
員
へ
と
置
き
か

え
ら
れ
て
き
た
現
実
が
あ
る
。
こ
の
状

況
を
是
正
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
４

月
か
ら
自
治
体
の
非
正
規
職
員
に
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

必
要
な
準
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
務 

総
務
省
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い

く
。
任
用
・
勤
務
条
件
を
新
た
に
設
定

し
直
す
な
ど
、
様
々
な
準
備
が
必
要
で

あ
り
、
県
や
近
隣
市
と
調
整
を
図
っ
て

い
る
。
最
終
的
に
は
、
条
例
の
改
正
に

よ
っ
て
決
ま
る
。

　

問 

処
遇
改
善
と
い
う
こ
と
で
は
当
然
財
政

負
担
は
増
す
が
、
そ
の
見
積
も
り
は
。

総
務 

最
大
限
見
積
も
っ
て
７
億
円
と
試
算
し

て
い
る
。
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
財

政
計
画
に
盛
り
込
み
済
み
で
あ
る
。

　

問 

市
の
福
祉
医
療
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

乳
幼
児
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
対
象

と
す
る
な
ど
充
実
し
て
い
る
一
方
、
近

隣
市
町
村
と
比
べ
て
精
神
障
が
い
等
に

対
す
る
給
付
の
対
象
範
囲
が
狭
く
、
負

担
軽
減
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
制
度

設
計
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉 

高
齢
化
に
加
え
、
障
が
い
者
も
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
中
、
福
祉
医
療
の
充
実

は
自
治
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
財
政
的
な
裏
付
け
等
を
考
慮
し
な

が
ら
、
何
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
く

か
、
慎
重
に
研
究
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

福
祉
医
療
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

市の福祉医療給付事業についての相談は
長寿社会課へ

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

制
度
の
導
入
に
向
け
て

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

情
報
共
有
や
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問 

地
域
防
災
計
画
、
避
難
所
確
保
の
実
施

計
画
、
防
災
マ
ッ
プ
等
の
見
直
し
・
向
上
、

啓
発
・
周
知
を
。

総
務 

防
災
マ
ッ
プ
更
新
を
２
０
２
０
年
に
。

　

問 

防
災
士
等
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

活
躍
を
。

総
務 

防
災
士
の
資
格
取
得
費
用
を
補
助
す
る
。

　

問 

防
災
拠
点
整
備
計
画
等
の
向
上
に
新
総

合
体
育
館
が
役
立
つ
よ
う
に
。

総
務 

物
資
集
積
拠
点
と
備
蓄
機
能
。
大
規
模

災
害
時
に
７
０
０
人
以
上
の
避
難
可
能
。

　

問 

育
成
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
す
る
。

教
長 

豊
か
な
経
験
と
学
び
の
実
現
を
。

　

問 

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
の
推
進
を
。

教
長 

小
・
中
17
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
。

　

問 

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
な
る
豊
科
南
小
学

校
の
教
育
の
充
実
を
。
他
校
も
同
様
に
。

教
部 

豊
科
南
小
学
校
は
加
盟
申
請
活
動
中
。

続
い
て
申
請
を
検
討
し
て
い
る
学
校
も
。

　

問 

進
め
方
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

早
い
段
階
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
に
説
明
を
し
て
、
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

小
・
中
学
校
や
美
術
館
・
博
物
館
・
資

料
館
等
に
関
し
て
も
、
住
民
に
対
し
て

時
間
を
か
け
真し

ん
し摯

に
取
り
組
む
よ
う
に
。

総
務 

10
年
計
画
案
を
毎
年
見
直
し
、
進

し
ん
ち
ょ
く捗

管

理
を
図
っ
て
い
る
。

総
務
反
問 

神
奈
川
県
秦は

だ
の野

市
と
京
都
市
の
例
は
。

　

林 

住
民
が
理
解
・
納
得
す
る
進
め
方
。

地
域
防
災
力
向
上
の
促
進
を

清政会
林　 孝彦

ユネスコスクール申請中の豊科南小学校から

環境学習に役立つ百
ひゃっこくせぎ

石堰へ

住
民
の
理
解
に
基
づ
い
た
公
共
施

設
再
配
置
計
画
の
進
め
方
を

広
い
視
野
を
持
ち
柔
軟
な
思
考
の

で
き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

※
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

政和会
内川 集雄

　

問 

日
本
が
誇
る
伝
統
文
化
、
大
衆
芸
能
は
、

日
本
語
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
予
備
知

識
が
な
く
て
も
、
手
軽
に
安
い
金
額
で

日
本
の
和
を
堪た

ん
の
う能

で
き
る
。
大
衆
芸
能

が
和
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
考
え
る
。
安

曇
野
市
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
活
か

せ
る
長
野
県
唯
一
の
安
曇
野
大
衆
劇
場

「
澤
村
源げ

ん
の
じ
ょ
う

之
丞
一
座
」
が
あ
る
。
ま
さ
に
、

安
曇
野
が
活
用
す
べ
き
和
の
コ
ン
テ
ン

ツ
で
あ
り
、
安
曇
野
の
地
域
資
源
そ
の

も
の
で
あ
る
。
長
野
県
に
一
つ
し
か
な

い
こ
の
大
衆
演
劇
を
活
用
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

商
工 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
大
衆
演
芸
を
と
、
提

案
い
た
だ
い
た
。
源
之
丞
一
座
は
、
訪

日
外
国
人
の
旅
行
者
に
と
っ
て
、
日
本

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
る
機
会
と

な
り
、
旅
の
楽
し
み
で
あ
る
。
大
衆
演

劇
も
一
つ
の
地
域
資
源
で
あ
り
、
観
光

協
会
等
を
通
じ
て
、
事
業
者
へ
情
報
提

供
し
て
い
く
。

　

問 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
ツ
ー
ル
と

し
て
、
安
曇
野
の
魅
力
を
発
信
す
る
小

学
生
の
手
づ
く
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

る
。
豊
科
南
小
学
校
、
豊
科
北
小
学
校

で
は
、
観
光
情
報
を
外
国
人
に
手
渡
し
、

安
曇
野
の
観
光
資
源
を
発
信
し
て
い
る
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
使
っ
て
ほ

し
い
。

商
工 

子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
見
た
安
曇
野
、

大
変
魅
力
的
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
大
人
の
発
想
と
は
違
っ

た
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
。
情
報
発
信
に

活
用
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
日
本
一
を
目

指
し
て

〇
安
曇
野
市
令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
１
月

の
成
人
式
に
関
し
て

長野県唯一の安曇野大衆劇場

安
曇
野
の
魅
力
を
発
信
す
る

小
学
生
手
作
り
パ
ン
フ

　

問 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種
費
用
は

３
０
０
０
円
〜
３
５
０
０
円
で
、
13
歳

未
満
は
２
回
の
接
種
が
必
要
だ
。
子
ど

も
が
２
人
３
人
と
な
る
と
家
計
の
負
担

が
大
き
い
。
予
防
接
種
費
用
の
補
助
は
。

保
健 

保
護
者
の
経
済
的
負
担
は
認
識
し
て
い

る
が
、
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

信
州
型
自
然
保
育
の
実
践
と
情
報
発
信

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
起
用
す
る
理

由
は
。

市
長 

自
然
保
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
確
立
し
て
、
子

育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　

問 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
６
年
生
ま
で
受

け
入
れ
る
体
制
、
施
設
の
整
備
や
指
導

員
の
確
保
な
ど
の
可
能
性
は
。

教
部 

施
設
を
増
や
す
こ
と
や
指
導
員
の
増
員

は
困
難
な
状
況
だ
。
現
在
の
施
設
、
人

員
で
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
進
め
て

い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

問 

利
用
料
金
は
中
信
４
市
の
中
で
は
総
じ

て
高
い
。
住
民
税
課
税
額
８
万
円
未
満

は
月
額
５
０
０
０
円
、
８
万
円
以
上
は

６
０
０
０
円
だ
。
せ
め
て
午
後
６
時
ま

で
が
２
０
０
０
円
と
い
う
塩
尻
市
並
み

に
で
き
な
い
か
。

教
部 

利
用
料
金
は
安
曇
野
市
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
者
負
担
金
条
例
に
よ
り
、
保
護
者
の

市
民
税
等
を
も
と
に
設
定
し
て
い
る
。

お
お
む
ね
２
分
の
１
を
保
護
者
負
担
と

し
て
い
る
。
全
国
の
平
均
月
額
利
用
料

は
４
０
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
未
満

が
最
も
多
く
、
決
し
て
高
額
で
は
な
い
。

子
ど
も
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
の
充
実
を

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
拡
大

信
州
型
自
然
保
育
の
実
践
と
情
報

発
信
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
起
用
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 ”第
50
号　

議

会
だ
よ
り
“ 
の

片
隅
に
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お

恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
昔
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
（
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
）。

し
か
し
、
今
は
読
ん
で
い
ま
す
。
昔
に
比
べ
て
読

み
や
す
い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
一
般
会
計
報
告

を
発
刊
当
初
と
見
比
べ
て
み
る
と
、
分
か
り
や
す

い
グ
ラ
フ
や
見
出
し
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、「
議

案
等
の
賛
否
一
覧
」
で
は
、
議
員
皆
さ
ん
の
考

え
の
違
い
が
と
て
も
良
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
方
向
か
ら
の
市
民
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
点
も
関
心
を
持
っ
て
見
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
情
報
発
信
を
お
願
い
し

ま
す
。
で
き
ま
し
た
ら
「
議
会
だ
よ
り
」
に
は
、

小
学
生
で
も
理
解
で
き
る
内
容
が
少
し
で
も
あ
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

私
は
安
曇
野
市
に
暮
ら
し
て
13
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
13
年
で
出
会
っ
た

友
人
や
知
人
は
皆
優
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
ん

な
友
人
た
ち
と
の
出
会
い
は
、
私
の
人
生
を
よ

り
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
育
て
を
し
な

が
ら
、
好
き
な
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、

こ
の
安
曇
野
で
出
会
っ
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
家

族
の
お
か
げ
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
が
自

然
に
、
そ
し
て
老

若
男
女
が
無
意
識

に
自
発
的
に
子
育
て
に
関
わ
り
た
く
な
り
、
そ

し
て
、
そ
の
関
係
を

維
持
し
て
い
た
く
な

る
、
そ
ん
な
環
境
に

な
っ
て
い
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。

最後の編集後記

◆委員会の私たちは、市民の皆さんにもっと読んで
いただける議会だよりにするためにはどうしたらい
いか、いつも苦悩してまいりました。１月には、先
進的な議会だよりで有名な宮城県の利府町議会を視
察してまいりましたが、そこでは、編集後記の存
在意義を問い直し、なくしていました。私たちはそ
れを参考にして検討し、今回の第 54号までで編
集後記をなくし、その分をもっといい紙面活用につ
なげていきたいと思います。ご理解のほど、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
 議会広報特別委員会委員長　林　孝彦

議会広報特別委員会
　委 員 長　林　孝彦　　副委員長　井出勝正
　委 　 員　小林陽子　　臼井泰彦　遠藤武文　松枝　功
　　 　 　　増田望三郎　藤原陽子　小松芳樹　召田義人
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6月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

開会時間は、本会議10：00～　委員会10：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

安曇野で出会った仲間たち

議会報告会を開催します
日時　５月22日（水）
　　　第1回目　午後1時30分から
　　　第2回目　午後7時から
場所　豊科交流学習センター「きぼう」
　　　　２階　多目的交流ホール

議会からのお知らせ

20 名の市民の皆さんにご応募いただき、
ありがとうございました。
一年間どうぞよろしくお願いします。

議会だよりモニター
始動 !!

「
議
会
だ
よ
り

読
ん
で
い
ま
す
か
？
」

日 月 土火 水 木 金
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